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みられた。図 10は生徒 Aの 7月の家庭学習の記録
である。生徒 Aは習得したい知識を先に整理して
































































































1群 89.4 85.3 66.4
2群 84.4 80.6 47.5
3群 76.0 61.4 31.7
4群 75.0 54.9 25.4

























































































＝（π× r2）×（2 × r）＝ 2 π r3であることを理解
した。その上で，球の体積がその球が丁度入る円柱
の体積の 2/3になる知識を組み合わせることで，球
の体積が 4/3 π r3になることをトレーニング型学習
によって関係的に理解しようとしている。また，得
られた理解を実数値で確かめる学びがみられた。さ
らに，ノート右側には，球の表面積についてトレー
ニング型学習をしている。教師は生徒 Dに課題設
定の理由をヒアリングすると，「体積で説明できたか
ら，表面積も自分で説明できるのではないかと考え
たから」という理由がわかった。
5.2.3　事例２の考察
　家庭学習の意義やトレーニング型学習という学習
観を教師と生徒が共有することによって，教師から
生徒 Dへの家庭学習に向けた支援が機能したと推
測される。授業で球の体積の求め方を道具的に理解
できたと感じた生徒 Dは，関係的理解に向かうた
めのトレーニング型学習を自覚していたため，道具
的理解した後にトレーニング型学習をすることで学
びを深められると判断できたと思われる。生徒 D
の家庭学習が主体的であったかを本研究の要件をも
とに考察すると，主体性の要件①について，生徒 D
は球体の体積の係数がなぜ 4/3なのか知りたいと自
ら学習を動機づけている。主体性の要件②について，
生徒 Dは，なぜ球体の体積は 4/3という係数があ
るのかという自ら出した問いに従い，4/3になるわ
けを説明しようという課題を立てることができた。
主体性の要件③について，生徒 Dは球の体積の係
数が 4/3になる理由を明らかにするために，トレー
ニング型学習を意図的に選択できている。生徒 D
は教科書を参考にしながら，主体的に課題探求に取
り組むことができている。さらに，解決後は，得た
知識を活用して，球の表面積の係数も同様に説明で
きそうだという見通しをもち，興味をもって自ら球
の表面積について探求しようとする態度がノートと
ヒアリングからうかがうことができる。生徒 Dは
主体性の要件①～③を満たし，道具的理解から関係図17　生徒 Dのトレーニング型学習の記録
表５　生徒 Dのトレーニング型学習
生・4/3はどこからきたんだろう？
教・今日のねらいは達成できましたか。
生・はい。計算ができたら気になってきました。
教・家庭学習の課題になりそうだね。
生・やってみます。
教・どんな学習をすればいいかな。
生・トレーニング型学習で説明してみます。
教・ 教科書のここに詳しく書いてあるから，参考に
してみるといいよ。楽しみだね。
生・ありがとうございます。
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的理解へ向かうためにトレーニング型学習を意識し
て選択できた。よって，生徒 Dは主体的な家庭学
習を実践できたと思われる。
6　研究の成果
6.1.1　生徒の意識調査による成果分析
　図 18は翌年度 2月に行った生徒意識調査より抜
粋したものである。「勉強自体がハッキリ明確なか
んじがする」という言葉から，学習とは何かを教師
と共有することで，生徒は学びを仕上げていくため
に何をしたらよいか明確化できたことが推測される。
また，「自分の見やすいノートづくりは楽しい！とい
うことがわかり，今ではノートを書くのが楽しみに
なっています」という言葉からは，ドリル型学習も
しくはトレーニング型学習を意識的に選択するよう
になったことで学びの主体性が伸び，生徒は表現す
る楽しさを感じることができたと推測される。特に
トレーニング型学習によって，思考や判断を意識し
て表現してみることで，あらたな発見や気付きに出
会える楽しさを実感できたことが，「『表現してみる』
ことによってわかることもあるし，より理解するこ
ともできるので楽しい」という言葉から推測される。
6.1.2　考察
　生徒はトレーニング型学習とドリル型学習という
学習の方法を知ることによって，主体性の要件③を
満たすことができた。また，学習の方法を自覚する
ことで，道具的に理解するための課題，関係的に理
解をするための課題を明確に意識できるようなり，
要件②を満たすことに繋がったと思われる。さらに，
生徒は学習の方法や課題を自らの意志で選択し，思
考を自由に表現できるようになったと実感できたこ
とが「やらされている」から，「自ら取り組みたい」
という要件①を満たす意識の転換に影響を与えたと
考えられる。また，教師が行ったドリル型学習とト
レーニング型学習の効果の共有，生徒が自信のノー
トを授業で相互承認する場の提供が，生徒の達成感，
自己有用感，意欲を高め，要件①を満たすことにも
う一方で関与したのではないかと推測される。
7　仮説の生成
　本研究が定義した「学習」をもとに考えたトレー
ニング型学習とドリル型学習を，授業の場で教師と
共有していく過程を通して自覚した生徒は，家庭学
習において，学習方法を主体的に意識して選択でき
るようになりうることを明らかにした。そこで，本
研究は以下のような仮説を生成する。
　「自ら学習する意志をもち，自ら課題を設定し，
自ら学習方法を自覚して選択するという家庭学習観
を教師と生徒が共有した状態で，トレーニング型学
習とドリル型学習という学習方法を教師と生徒が授
業を通してさらに共有することにより，生徒は自ら
立てた課題に対して，学びを仕上げるための学習方
法を個々明確に選択できるようになる。すると，自
らの意志で選択した学習方法にしたがって，自らの
意志で家庭学習を行うようになり，生徒の家庭学習
はより主体的な学びに転換していくだろう。」
8　今後の課題
　今後の課題は，トレーニング型学習とドリル型学
習を自覚した生徒が，主体的に家庭学習を実践でき
るであろうという仮説に対して検証を行うことであ
る。
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